
歌
の
周
辺

昔
、
新
幹
線
が
無
か
っ
た
こ
ろ
の
話
だ
が
、
愛
媛
か
ら
東
京
へ
行
く
の

に
、
ま
ず
汽
車
に
乗
っ
て
高
松
か
ら
連
絡
船
に
乗
り
換
え
、
そ
の
あ
と

再
び
汽
車
に
乗
っ
て
延
々
と
走
り
続
け
、
や
っ
と
辿
り
着
い
た
。
東
京

に
着
く
ま
で
に
確
か
二
十
時
間
以
上
か
か
っ
た
と
思
う
。

こ
の
歌
は
、
途
中
の
宇う

高こ
う

連
絡
船
の
中
で
の
一
場
面
で
あ
る
。
ど
こ
か

で
捕
ま
え
た
黄
金
虫
を
手
の
ひ
ら
に
載
せ
、
ま
だ
ま
だ
先
が
長
い
旅
を

思
っ
て
い
る
。「
母
の
く
に
四
国
」
と
言
っ
た
の
は
、
故
郷
へ
の
愛
着

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
故
郷
を
愛
し
つ
つ
都
会
に
憧
れ
る
ご

く
普
通
の
青
年
だ
っ
た
。 

（
高
野
公
彦
）

応
募
方
法

　新
作
未
発
表
作
品
を
二
首
一
組
と
し
ま
す
。
所
定
の

応
募
用
紙
（
宮
柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
か
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、
作
品
二

首
と
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
（
在
学
中
の
人
は
学
校
名
を
付
記
）
を

楷
書
で
記
し
て
く
だ
さ
い
（
筆
名
の
場
合
は
必
ず
本

名
を
明
記
）。
二
組
以
上
応
募
の
場
合
は
、
一
組
ご
と

に
前
記
の
と
お
り
に
記
載
し
ま
す
。
応
募
後
の
作
品

変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
料

　一
組
ご
と
に
郵
便
小
為
替
一
、
〇
〇
〇
円
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

小
・
中
・
高
校
生
及
び
海
外
か
ら
の
応
募
は
無
料
で
す
。

あ
て
先

　〒
九
四
九
▆
七
四
一
三

新
潟
県
魚
沼
市
堀
之
内
一
一
七
▆
六

　
　
　宮
柊
二
記
念
館

　短
歌
大
会
係

応
募
受
付

　令
和
五
年
五
月
一
日（
月
）か
ら

締
め
切
り

　①
一
般
の
部
…
令
和
五
年
七
月
三
十
一
日（
月
）

②
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
令
和
五
年
九
月
五
日（
火
）

選

　
　者

　沖
な
な
も
氏
（「
熾
」）

橘
　
芳
圀
氏
（「
コ
ス
モ
ス
」）

表

　
　彰

　一
般
の
部
、
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校
生

の
部
ご
と
に
下
記
の
賞
を
授
与
し
ま
す
。

宮
柊
二
記
念
館
・
第
二
十
九
回
全
国
短
歌
大
会
作
品
募
集
要
項

　歌
人
・
宮
柊
二
の
業
績
を
偲
び
、
そ
の
名
を
冠
す
る
当
記
念
館
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
短
歌
大
会
を 

開
催
し
ま
す
。
有
意
義
な
こ
の
大
会
に
コ
ス
モ
ス
会
員
は
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

最
優
秀
賞
（
一
名
）
　
選
者
賞
（
二
名
）

新
潟
日
報
社
賞（
一
名
）　
魚
沼
市
長
賞
（
一
名
）

宮
柊
二
記
念
館
長
賞（
若
干
名
）

そ
の
他
、
秀
逸
・
佳
作
多
数

学
校
賞
　
小
学
校
の
部
、中
学
校
の
部
、高
等
学
校
の
部

学
校
（
学
年
）
全
体
で
応
募
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
学
校
に
授
与
し
ま
す
。

短
歌
大
会

　日
　
　
時
　
令
和
五
年
十
一
月
十
一
日（
土
）

　
　
　
　
　
十
二
時
三
十
分
〜

会
　
　
場
　
堀
之
内
体
育
館（
魚
沼
市
堀
之
内
一
三
〇
）

表
彰
式
　
入
賞
者
に
賞
状
を
授
与
し
ま
す
。

選
　
　
評
　
沖
な
な
も
氏
（「
熾
」）

橘
　
芳
圀
氏
（「
コ
ス
モ
ス
」）

交

　
　通

　上
越
新
幹
線
浦
佐
駅
乗
換
、
上
越
線
・
越
後
堀
之
内
駅

下
車
、
徒
歩
一
〇
分

関
越
自
動
車
道
…
堀
之
内
I.C
か
ら
根
小
屋
橋
経
由
三
分

問
合
わ
せ

　宮
柊
二
記
念
館

〒
九
四
九
▆
七
四
一
三

新
潟
県
魚
沼
市
堀
之
内
一
一
七
▆
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
二
五
▆
七
九
四
▆
三
八
〇
〇

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
六
月
三
日（
土
）か
ら
企
画
展
示
「
繋
が
る
コ
ス
モ

ス
の
歌
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

〈
主
催
〉
魚
沼
市 

〈
主
管
〉
宮
柊
二
記
念
館 

〈
後
援
〉
新
潟
県
・
新
潟
県
教
育
委
員
会
ほ
か 

〈
協
賛
〉
コ
ス
モ
ス
短
歌
会



高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
14

こ
が
ね
む
し
手
に
あ
そ
ば
せ
て
母
の
く
に
四

国
を
出
づ
る
夜
の
船
に
を
り

　

▉
▊
『
汽
水
の
光
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）

【
鑑
賞
】
船
で
離
郷
す
る
際
の
歌
。「
母
の
く
に
」
は

「
母
な
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
ろ
う
が
、
故
郷
は
父

の
く
に
で
も
、
我
の
く
に
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
母

へ
の
特
別
な
思
い
が
滲
む
。
船
は
乗
船
か
ら
出
港
ま

で
時
が
あ
り
、
い
ま
桟
橋
に
停
泊
し
て
い
る
。
こ
こ

は
ま
だ
四
国
で
あ
り
、
も
う
四
国
で
は
な
い
。
そ
の

も
ど
か
し
さ
が
初
句
二
句
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
大
西
淳
子
）
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戦災者慰霊の女神像（埼玉県熊谷市）
　熊谷市街を流れる星川のほとりに〈戦災者慰霊之女神〉像が立つ。
右手は天に向け，左手は手のひらで川の面を指すようなしぐさをし
ている。
　作者は，あの長崎の平和祈念像の作者と同じ北村西望である。実
は，熊谷市は昭和二十年八月十四日，なんと明日で戦争が終わろう
とする前日に，市街が米軍の猛攻撃を受けて灰燼と化してしまった
のである。星川には助けを求めて辿りついた人々が折り重なってあ
ふれるほどだったと言われる。その星川のかたわらに立つ女神像の
除幕式が行われたのは，終戦後三十年となる昭和五十年八月十六日
と記録されている。
　なお，熊谷市内にはもう一体の北村西望作の彫像がある。熊谷駅
で下車して駅頭近くのかなり目立つ所に熊

くま

谷
がい

直
なお

実
ざね

騎馬像が立ってい
る。以上は熊谷市立図書館にて教授を受けた。

（写真・解説　丹波　真人）


